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【兵庫型「体験教育」の推進】

◎県民の参画と協働により、子どもの成長を地域社会全体で
支える取組の象徴としての実践

＊命を大切にする心や思いやりの心の育成
＊規範意識の醸成
＊自己認識や自尊感情の向上
＊人間としての在り方や生き方を考える教育

１ 兵庫型「体験教育」について

体験活動における
試行錯誤の中で

心の教育の
充実

◎各種体験活動の経験

非認知能力等に
よい影響を及ぼ
す可能性がある

本県が大切にしてきた教育として推進する

第４期ひょうご教育創造プラン（R6～10）

兵庫が育む こころ豊かで自立する人づくり
～「『絆』を深め、『在りたい未来』を創造する力」の育成～
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小学校

中学校

高等学校

特別支援
学校

【小３】H19～
環境体験事業

18
年目

里山、田畑、水辺などで自然と
ふれあう体験型環境学習

【小５】S63～
自然学校推進事業

37
年目

豊かな自然の中での長期
宿泊体験活動(４泊５日)

【中１】H18～
わくわくオーケストラ教室

19
年目

兵庫県立芸術文化センター管弦
楽団による参加型鑑賞教室

【中２】H10～
「トライやる・ウィーク」推進事業

27
年目

地域や自然の中での多様
な社会体験活動(１週間)

【高校】H25～
高校生ふるさと貢献・活性化事業
～トライやる・ワーク～

12
年目

クラス単位等によるふるさと貢
献活動やふるさと課題探究活動

【高校】H17～
高校生就業体験事業～インターン
シップ推進プラン～

20
年目

事業所等における就業体験
活動等

心のバリ
アフリー
推進事業

３年目

地
域
と
の
交
流
活
動
や
支
援

体
験
活
動
、
社
会
体
験
活
動

等

１ 兵庫型「体験教育」について
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１ 兵庫型「体験教育」について

【小３】環境体験事業 【高校】
トライやる・ワーク

兵庫型「体験教育」

【小５】自然学校推進事業

【特支】心のバリアフリー
推進事業

【中２】「トライやる・ウィーク」
推進事業

【高校】インターンシップ
推進プラン 5



「自然学校推進事業」の概要

自分で考え、主体的に判断、
行動し、よりよく問題を解決する力

生命に対する畏敬の念、
感動する心、共に生きる心

生きる力

豊かな自然の中で「4泊5日」の長期宿泊体験（小学５年生）

日常では経験できない感動体験を生む
活動など長期宿泊体験でしかできない
活動を行う

２ 自然学校推進事業について
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小学校学習指導要領解説 特別活動編（H29）

②実施上の留意点

～ 前略 ～

学校の実態や児童の発達の段階を考慮しつつ、
一定期間（例えば１週間（５日間）程度）にわたって行うこと
が望まれる。
 ～ 後略 ～

（４）遠足・集団宿泊的行事
①遠足・集団宿泊的行事のねらいと内容

自然の中での集団宿泊活動などの平素と異なる生活環境にあって、見
聞を広め、自洗や文化などに親しむとともに、よりよい人間関係を築
くなどの集団生活の在り方や公衆道徳などについての体験を積むこと
ができるようにすること

２ 自然学校推進事業について
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自然学校推進事業

（昭和６２年度） こころ豊かな人づくり懇話会の設置

（昭和６３年度） ５泊６日の「自然学校」のスタート

（平成３年度 ） 全公立小学校で自然学校実施

（平成２１年度） 環境体験事業の全県実施 自然学校の期間を４泊５日以上に変更

３７年目 延べ1,877,012人の児童が体験

（令和２年～ ） コロナ禍においても、期間を短縮したり活動を工夫したりして実施

２ 自然学校推進事業について
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自然学校推進事業の充実のために

（平成 ９年度） 自然学校推進事業検討委員会の設置

（平成２９年度） 自然学校推進事業３０年目の
評価・検証に係る質問紙調査

（平成２３年度） 兵庫型「体験教育」評価検証委員会

（平成１９年度） 自然学校評価検証委員会の設置

新たなプログラムの開発
ゆとりあるプログラムの設定

「自然学校の一層の充実を図
るための６つの方策」の策定

各体験活動の共通する特徴を
３つにまとめる

リーフレットで効果を周知

（平成３１年度） 「活動プログラム指導資料」の作成
指導資料で取組の充実を図る

２ 自然学校推進事業について
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●野外炊飯 ●ツリークライミング ●カヌー体験 ●キャンプファイヤー

●隠れ家づくり ●雲海早朝登山

感動体験を育む魅力的なプログラム

２ 自然学校推進事業について
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 ２ 自然学校推進事業について ～自然学校の効果～

＊自然学校に行く前に児童が不安に思っていたこと＊ ＊「家族と離れて、クラスの友だちと一緒に生活すること」へ
実施前に不安を感じていた児童が自然学校を終えて感じたこと＊

＊実施時の楽しさを感じた実施日ごとの割合＊
（「家族と離れて、クラスの友だちと一緒に生活すること」に対し
て、「期待していた児童」と「不安を感じていた児童」との比較）

友だちと関わるよさや
協力の大切さを実感する

自然学校が進むにつれて
楽しさをより実感する

• 友だちと協力して生活することによる、学
校では得られない感動体験

• ５日間の活動による児童自身の成長の実感

自然学校30年目の評価・検証に係る質問紙調査【H31】より

楽
し
さ
を
感
じ
た
割
合
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 ２ 自然学校推進事業について ～自然学校の効果～

○自分の力で解決やできることが増え、
成長を感じた

肯定的な回答

９４.１％

59.2%

34.9%

4.5% 1.4%

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

兵庫県立南但馬自然学校 利用者アンケート（R５）より

○自然学校の活動の中で、友だちと
協力することの大切さを感じた

82.5%

14.5%

1.9% 1.1%

当てはまる どちらかといえば当てはまる

どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

肯定的な回答

９７.0％
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13

 ２ 自然学校推進事業について ～予算措置～

技術指導経費
専門家、技術者に指導を委託する場合の講師等に要
する謝金等

指導補助員経費
指導補助を行う指導補助員及び応急措置、看護等を
行う救急員に要する謝金等

交通費
自然学校の場となる施設等への移動及び帰校等に要
するバス借上等の交通費

活動運営経費
体験活動の運営及び指導等に必要な資料等に要する
経費

要保護・準要保護に係る

食事代等に要する経費
要保護・準要保護児童に係る食事代、教材費等の負
担に要する経費

事業に対し、兵庫県教育委員会交付金交付要綱の規定により交付金を定額交付

○対象となる経費（例示）



 ２ 自然学校推進事業について ～交付金～

環境体験 自然学校

令和６年度当初予算

自然学校推進事業

354,033千円

県と市町の協働事業

として実施
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【令和６年度 野外活動施設利用計画】

・国立淡路青少年交流の家   ・・・ ９０校
・県立施設（南但馬自然学校 等）    ・・・２１４校
・市町立施設  ・・・１７２校
・民営等                                     ・・・３０４校
※全て延べ数

 ３ 受け入れ施設について

○魅力あるプログラムが実施できるよう各施設
と各学校が連携をとりながら、事業実施に取り組
んでいる。
○施設によっては、指導補助員が常駐しており、
各プログラムを中心となって実施している。

【実施時期】

5月：14.2％ 6月：20.6％
9月：30.8％ 10月：19.8％

85.4％
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●本県の自然学校中核施設       
●本県の自然学校の指導的役割

平成６年開校

延べ2078校 75万1430人
が利用

（※令和5年度末まで）

令和６年度利用98校（予定）13.5％

 ３ 受け入れ施設について
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生 活 棟

食 堂野外炊飯場

大屋根広場

 ３ 受け入れ施設について



４ 今後の自然学校推進事業について

自然学校におけるコロナ禍の対応

令和２年度 各市町の判断により、通常の日数を、基本に１日単位で実施

令和３年度

全小学校で５日間実施
◎宿泊日数については、感染状況や地域の実情に応じて設定（原則、宿泊日数は市町内で統一）

《実績》 ０泊：１３市町

１泊２日： ８市町
２泊３日：３０市町
３泊４日： １市
４泊５日： ０市町 （重複あり・神戸市含む）

令和４年度

全小学校で５日間実施
◎宿泊日数については、感染状況や地域の実情に応じて設定
《実績》 ０泊：１市 １泊２日：３市町

２泊３日：２０市町 ３泊４日：５市町

４泊５日：２３市町 （重複あり・神戸市含む）

令和５年度

全小学校で５日間実施
◎原則すべての小学校で４泊５日で実施
《実績》２泊３日：１市 ３泊４日：１市

４泊５日：４０市町 （神戸市含む）

コロナ禍だからこそ
できる体験活動を！
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自然学校の課題 現在の取組

＊感染症への対応

コロナ・インフルエンザ等による短縮、保護者迎え等への
対応

＊児童への個別対応

アレルギー、特別支援、不登校児童等への対応

＊人材の確保

指導補助員、看護師等の確保

＊バスの確保

バス代の高騰、運転手不足等への対応

＊宿泊施設の確保

宿泊施設閉鎖への対応による、新たな施設確保

＊教員の負担軽減

プログラム作成や泊を伴う活動への対応

＊指導補助員人材バンクの作成

教員養成課程のある大学等へのチラシ配付及び人材バンク
登録者の情報を市町組合教育委員会を通じて学校等へ周知

＊宿泊施設等の紹介

宿泊施設等の紹介による施設開拓の負担軽減

＊地域や保護者への周知

自然学校についてHP等に掲載

◆ より工夫した支援が必要 ◆

４ 今後の自然学校推進事業について
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兵庫型「体験教育」を取り巻く近年の環境の変化

さまざまな世界情勢による物価の高騰 新型コロナウイルス感染症

働き方改革・人材不足の課題 等

兵庫型「体験教育」の充実
に向けた課題の改善

４ 今後の自然学校推進事業について

実態把握

改善・充実案の検討

改めて
意義や魅力発信の必要性

学校・家庭・地域等へ
の周知

兵庫型「体験教育」魅力発信検討会議
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児童のアンケート結果から

15.9%

35.7%

30.5%

13.1%

4.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

5日目

4日目

3日目

2日目

1日目

成長を感じた日

41.1%

39.7%

9.2%

6.0%

3.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

5泊6日以上

4泊5日

3泊4日

2泊3日

1泊2日

希望する日数

 ４ 今後の自然学校推進事業について ～アンケート調査より～

回答：46校 1,276名
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保護者のアンケート結果から

7.3%

62.5%

18.3%

11.5%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

５泊６日以上

４泊５日

３泊４日

２泊３日

１泊２日

希望する日数

回答：45校 627名

78.5%

46.6%

65.2%

35.9%

19.8%

16.1%

28.7%

18.8%

47.5%

32.2%

54.7%

53.3%

53.6%

36.5%

2.4%

5.1%

2.2%

8.6%

22.5%

24.9%

25.7%

0.3%

0.8%

0.3%

0.8%

4.5%

5.4%

9.1%

自然学校を楽しめた

自然のすばらしさや美しさを

感じることができた

共同生活の楽しさや大変さを

前向きに捉えられた

自信がもてるようになった

身の回りのことは

自分でするようになった

家族への感謝の気持ちが

強くなった

学校以外でもキャンプなどに

行きたいと感じている

とてもそう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない まったくそう思わない

 ４ 今後の自然学校推進事業について ～アンケート調査より～
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学校のアンケート結果から

2.1%

35.9%

20.5%

40.6%

0.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

５泊６日以上

４泊５日

３泊４日

２泊３日

１泊２日

成長に必要だと思う日数

0.4%

29.4%

19.4%

49.5%

1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

５泊６日以上

４泊５日

３泊４日

２泊３日

１泊２日

適当な宿泊日数

回答：562校

 ４ 今後の自然学校推進事業について ～アンケート調査より～
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15.1%

43.1%

35.6%

45.4%

42.0%

56.0%

41.1%

28.6%

17.3%

12.8%

62.5%

37.2%

22.4%

66.5%

67.1%

54.1%

67.3%

79.2%

24.9%

24.2%

45.0%

35.8%

45.4%

45.4%

33.1%

31.5%

49.6%

51.2%

37.4%

31.9%

50.2%

43.8%

26.5%

27.2%

35.6%

29.4%

18.0%

54.4%

32.7%

10.9%

18.0%

8.7%

11.6%

8.7%

19.4%

20.6%

28.6%

44.3%

4.8%

11.7%

32.4%

6.4%

4.8%

9.6%

2.8%

2.1%

19.0%

27.9%

1.1%

10.7%

0.5%

1.1%

2.1%

8.0%

1.1%

2.8%

5.5%

0.9%

0.9%

1.4%

0.5%

0.9%

0.7%

0.5%

0.7%

1.6%

宿泊先の確保

実施内容に関する連絡・調整

バス等の移動手段の確保

配慮が必要な子どもに関する保護者との連絡・調整

配慮が必要な子どもに関する宿泊地との連絡・調整

指導補助員の確保や連絡・調整

救急員の確保や連絡・調整

プログラム内容の検討・決定

保護者への説明会の実施

子どもに対する事前指導

安全面への配慮

活動に必要な物品の購入等

活動中における子どもへの指導等

体調不良や事故等に関する緊急時での対応

特別な支援を必要とする子どもへの対応

教員が宿泊すること

事務的な業務

会計処理等の業務

次年度への引き継ぎ

とても負担を感じる どちらかと言えば負担を感じる どちらかと言えば負担を感じない まったく負担を感じない
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兵庫県では、県内すべての小学校５年生を対象に、家庭や学校を離
れて長期（４泊５日）の宿泊体験活動を行う自然学校を実施していま
す。
そこには、自然体験や集団生活を通して生まれる笑顔あり涙ありの

「感動体験」があります。
自然学校で、子どもたちの感動体験をサポートしてみませんか？

自然学校リーダーの活動の様子を動画でもご覧いただけます！
QRコードもしくは下記URLからご視聴ください
https://vimeo.com/901750819/1ced793a80 

※ 申込み（登録）方法等詳しい内容については、裏面をご覧ください

-活動例-
○自然観察 ○登山・ハイキング ○オリエンテーリング ○野外炊事 ○ 星空観察 
○自然の素材を使ったクラフト  ○地域との交流       ○奉仕活動 など

普段できないことを
体験し勉強になった！

子どもたちと過ごす
４泊５日最高の思い出！

子どもたちの成長を
見届けることができた！

教員志望の人にも
ぜひ参加してほしい！

子どもたちの成長を
感じることができた！
やってよかった！！

自然学校リーダー募集中！

兵庫県教育委員会事務局 義務教育課
〈動画〉 〈ショート動画〉

＜登録内容＞

・名前 ・連絡先 ・参加を希望する地域

・参加可能期間 ・リーダー（指導補助員）経験回数 等

＜URL＞

https://www.e-hyogo.elg-

front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1709618885771

＜ QRコード

＞

◎留意事項
・登録を行わずに自然学校リーダーを希望する場合は、直接関係する市町にお問い合わせ

ください。
・登録後、必ず連絡があるわけではありません。

（問合せ先） 兵庫県教育委員会事務局義務教育課 078-362-3772

県教育委員会
市町組合
教育委員会 学校

Step1

•登録

•登録完了メー

ル受信

Step2

•希望する市町

組合教育委員

会へ情報提供

Step3

•市町組合教育

委員会または

学校から連絡

•内容の打合せ

Step4

•自然学校への

参加

自然学校登録者

登録について 下記、QRコードもしくはURLからご登録くださ

い。

自然学校リーダー（指導補助員） Ｑ＆Ａ
Ｑ１ 自然学校リーダー（指導補助員）の主な活動は?
→教員とともに子どもたちの活動の補助を行います。活動内容は、野外炊
飯、キャンプファイヤーの補助やオリエンテーリングの安全確保等、学
校により異なります。

Ｑ２ 実施時期や活動場所は？
→学校により異なりますが、概ね５月～２月、兵庫県内の野外活動施設を

利用することが多いです。

Ｑ３ 実施期間は?
→原則４泊５日で実施しています。

Ｑ４ 謝金は?
→謝金は市町組合教育委員会により異なりますが、概ね支給されます。
但し、食事代等は自己負担になります。

登録の流れ
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https://vimeo.com/901750819/1ced793a80
https://vimeo.com/901747290/880bd6aea3
https://vimeo.com/901750819/1ced793a80
https://vimeo.com/901747290/880bd6aea3
https://vimeo.com/901750819/1ced793a80
https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1709618885771
https://www.e-hyogo.elg-front.jp/hyogo/uketsuke/form.do?id=1709618885771


自然学校の課題 受け入れ施設に期待すること

＊感染症への対応

コロナ・インフルエンザ等による短縮、保護者迎え等への
対応

＊児童への個別対応

アレルギー、特別支援、不登校児童等への対応

＊人材の確保

指導補助員、看護師等の確保

＊バスの確保

バス代の高騰、運転手不足等への対応

＊宿泊施設の確保

宿泊施設閉鎖への対応による、新たな施設確保

＊教員の負担軽減

プログラム作成や泊を伴う活動への対応

＊指導補助員の人材バンクや研修

・施設での指導補助員の確保
・指導補助員の人材育成

＊宿泊施設等の紹介

・施設間のネットワーク（施設、人材等）

＊柔軟な個別対応

最後に

・アレルギー、特別支援等、配慮を要する児童への個別対応
・緊急時の対応
→施設や人員の充実

＊プログラムの充実

・プログラムのコーディネート
・プログラムの指導
・宿泊が不安な児童や保護者へのお試し体験、出前授業
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兵庫県は、これからも

“魅力あふれる”自然学校 を推進していきます。
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